

































る「概念構成要素」があり、ある語におけるそれぞれの意味はこの「概念構成要素」の性質の変化が人間の認知能力を基盤に行われると考える。そこで、そ 概念構造と概念構成要素を考察し、それぞれの意味の関わり方やその拡張を動機付けるものは何かを調べ、そ 全 的な構造を明らかにする。このような作業を日韓で同一概念をもっ動調に対して行い、それぞれ 特徴と異同点の比較を試 た。w
分析の成果
分析の結果、意味拡張には人間の認知能力が大きく関
































ると、従来の辞書の意味記述は、いわゆる「文型(構造またはフレーム)」によって、それぞれの構成要素がもっ共通の性質を抽出し、意味記述を試みてきたも である。すなわち、「文型(構造またはフレーム)」がもっ意味の違を基本に体系化 試みる意味分析が多かった。さ に、外国語辞書の意味記述のあり方は、外国語のある語の意味が母語に対応する単語があれば「単語」レベルで対応させ、対応する単語がない場合は母語によって概念説明をする、という方法 よるものが多かった。こ ような母語による学習言 の「翻訳」にしかすぎないし、外国語学習に って有効な手段とは言えないと指摘している。
このような意味記述では、外国人学習者の意味学習が、







































在しないが、この論文の試みは外国語教育に役 立つ辞書の作成の第一歩にな 評価でき 。
今後、両言語 移動動詞だけでなく、他の動詞にも視野
を広げ、対照分析を行い、人聞が自らを取り巻く世界をどのように解釈していくのか、その捉え方の異同につい 検討し、新しい視座(例えば、脳科学)など 取り入れることによって、さらに大きな研究成果を挙げること 期待することができる。
以上の審査結果に基づき、本論文は審査員の全員一致に
より博士の学位を授与するに値する内容を持つも と認められるに至った。
なお、韓国語の用例については専修大学大学院留学生で
あったハン・ワオンヒヨン氏のネイティブチェックを受け、不自然な用例がないことを確認している。
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